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欧州のアーバンガーデン

課題
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図1 - アロットメントガーデンで自分の家という感覚を深める。NECファーマーズ・ヒル・コミュニティガーデン（アイルランド、ダブリン）にて。写真：Mary Benson

都市のランドスケープにはアーバンガーデンほどに自分好みにできるところはない。アーバンガーデンはただ野菜や花を育て
る場所ではない。コネクションを広げ、区画やガーデニング空間を自分の好きなように変えることで創造性を高められる場所と
なっている。ただし、この2つを簡単にこなせる人がいる一方、なかなかできない人もいる。 
 
ガーデナーにとっての課題：多くの人は強い興味を持って、アロットメントガーデンの区画を借りるかガーデニングクラブに参加
することで、ガーデニングの旅路を歩み始めることになる。しかし、時には熱意を保つのが大変になることもある。これは利益の
損失やガーデンの放棄につながる問題となる。 
 
ガーデン組織にとっての課題：ガーデン組織は、ガーデナーが共同の活動により深く関わり、ガーデンコミュニティの一員だと
感じられるように、創造的で効果的な方法を模索する必要がある。しかし同時に、それぞれのガーデナーの個性やアイデンティ
ティも尊重しなければならない。 

このファクトシートは以下の課題について述べる： 

• どうやってガーデンを自分のための場所にするか？ 
• どうやってガーデンで自分のアイデンティティを養うか？ 
• どうやってガーデンを愛着と帰属感の湧く場所とするか？

アーバンガーデンを
自分のための場所とするには？
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関連情報ガーデナーへのメッセージ

図3 - 自分好みにした区画。ムーア・グリーン・アロットメ
ント（イギリス、バーミンガム）にて。写真：Susan Noori

図2 - 自分好みにした区画。ウィーバーズ・スクエア・アロットメント・コミュニティガーデン（アイルランド、ダ
ブリン）にて。写真：Mary Benson 

事例紹介 
ウォルソール・ロード・アロットメントは
イギリスの典型的なアロットメントガ
ーデンである。

大規模で、多文化のアロットメントは
ノースバーミンガムの美しい景観の
中にある。

区画利用者の異なる国籍や民族、文
化的背景は非常に多様なものとなっ
ています。伝統的な農作物だけでな
く、区画利用者は世界中のあらゆるも
のを育てることができる。たとえば、カ
ボチャとカラルーは西インド出身の人
に人気で、イタリア出身の人はアーテ
ィチョークやククッツァ（シチリアのヘ
ビと呼ばれるズッキーニ）を栽培し、
バングラディシュ出身の人はカドゥと
いうウリ科植物（ヒョウタン）を竹の枠
を使いながら賢く育てている。

どの区画も良くできていて、飾り付け
もそれぞれ違ったようになされてお
り、利用者の個性や文化的背景を反
映している。

区画利用者が使うことのできるキッチ
ン付きの休憩所があり、屋内外で利用
者どうしの交流が促されるような椅子
もある。運営委員会は毎年品評会や
植物を売るチャリティーイベントを開
いたり、地域のスープキッチンに作物
を寄付したり、夏祭りをしたり、いろい
ろな取り組みをしている。情報がたく
さんあり、定期的に更新されているウ
ェブサイトは以下から：

http://growit.btck.co.uk

• 自分の個性をガーデンで深めましょう。

• ガーデンをあなた自身の場所、家の外に
ある家にしましょう。または、せわしない都
市生活からの逃げ場にしましょう。

• 自分のガーデンに意味を持たせましょう。

• 自分のガーデンを可視化しましょう。こう
いう見た目になってほしい、という理想像
やあなたが望む美を表現しましょう。美は
モチベーションと社会文化的な意欲によ
って変わるものです。

• 創造的になりましょう。

• 家族や友人が来て関わるようになるよう
に、声掛けをしましょう。

• 他のガーデンとのつながりを広げましょ
う。

「エディブル・イーストサイドがくれるものの
ひとつは、空間…自分のための空間だと思
う。完璧ではないが、素敵で、個人としての自
分のための空間がある…これが、私がみんな
からいつも聞くことです。」（イギリス・バーミ
ンガムのエディブル・イーストサイドの区画利
用者）

「これは私の場所だ。休んだり、自分の野菜
や自分の花を育てるための場所だ。小さな天
国なのだ」（ポーランド・ワルシャワの区画利
用者）

「…ここに来ると、ブラジルの自然保護区でフ
ィールドワークをしていたときのことを思い出
す。自分の区画は農場というより、自然保護区
みたいな感じなのだ」（イギリス・ウォルソー
ル・アロットメントの区画利用者）

 

やるべきこと：

ガーデンをあなたの家だと思って、自分好み
に飾りしましょう：
 
• ガーデンに名前をつけましょう。
• デコレーションのテーマとなる色として、

好きな色を選びましょう。
• 好みで使ってみたい、自分にとって重要な

植物やハーブを栽培しましょう。 
• 装飾品や個人的な物、シンボルになるよ

うなものをガーデンに置きましょう。ガー
デンが自分のものだという感覚が生まれ
てきます。

• 座るのが作業の合間の楽しみになるよう
な椅子をガーデンに置きましょう。

• 家にたくさんの部屋があるように、ガーデ
ンもいくつかのセクションに分けてそれぞ
れが違うものになるようにしましょう。

覚えておくとよいこと： 
• ガーデンは柔軟に変化させることができ

ます。
• 意欲を失わないようにしましょう。栽培や

自己表現は時間もエネルギーも必要とし
ますが、作業の成果が花開くまで種を見
守るだけの価値はあります。 

• ガーデンや収穫物を近くの区画にいる他
のガーデナーに見せましょう。

• もしガーデニングの経験があったら、種や
知識を皆さんとシェアしてあげましょう。

• 他のガーデナーとおしゃべりをして知り合
うために、共用スペースを使いましょう。
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関連情報政策立案者へのメッセージ

図5 - 情報をシェアするための掲示板。エディブル・イー
ストサイド（イギリス、バーミンガム）にて。写真：Susan 
Noori 

図4 – 夏のガーデンパーティー。クイーン・ボナ・コミュニティガーデン（ポーランド、ワルシャワ、ヤスドー地
区）写真：Beata J. Gawryszewska
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• ガーデナーの交流を促しましょう。 

• ガーデナーが共同活動できるように、共
用スペースを発展させましょう。 

• 人々の文化的な違いにオープンになりま
しょう。

• 人々が出会って交流できるような、社交的
なイベントを催しましょう。 

• 人を惹きつけるツールをつくりましょう。
たとえば、訪問者や他から来たガーデナ
ーに珍しい木や草花のような特別な素材
を見せられるような、解説やネームタグが
あります。

• みんな自分の場所を持ちたいものです。
自分の好みを表現できるように応援しま
しょう。 

やるべきこと：

• 共用空間または建物を提供し、ガーデナ
ー同士の交流が進むようにしましょう。

• ガーデナーにイベント案内や、ガーデニ
ングの助言やその他のお知らせを伝える
ため、ソーシャルメディアを使いましょう。
しかし、みんながソーシャルメディアを使
えるわけではなく、「古き良き」掲示板を使
うことも忘れないようにしましょう。

• 共有の壁面は楽しくみんなで創造的にな
るためのスペースとして有効です。

• 料理できるエリアをつくりましょう。

• ガーデナーに、収穫物やガーデン、彼らの
好きなところの写真を撮るように頼みまし
ょう。共用スペースに飾ったり、ソーシャル
メディアで紹介したりできます。

図6 - 「木立のなかで何かを育てるのが好きなの…それで
材料をミックスして…あんまり普通じゃないようなものを
ね…もっと素敵に見えるし、もっと自然に見えるから…森や
野原のように」（ウォルソール・ロード・アロットメントの区
画利用者）写真：Susan Noori（公開許可取得済）

図7 – 交流イベントとみんなで行う活動のための共用空
間。ウォルソール・ロード・アロットメントにて。写真：Beata 
J. Gawryszewska 
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「欧州のアーバンガーデン」に参加しましょう：

https://www.facebook.com/groups/825421310826607/
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